
令和 4 年度　予算施策評価表
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Ａ Ｂ

連 絡 先 5470

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

障がい者スポーツや高齢者スポーツの振興に向けた取組みを実施することにより、県民のスポーツへの関心を高め、スポーツによる心身の健康増進や社会参加を通じた共生社会の実現を
目指す。

施 策 名 スポーツの裾野の拡大
予 算 施 策
コ ー ド

ｓｂ03

担 当 部 局 名 観光スポーツ文化部 スポーツ局 地域スポーツ課 評 価 責 任 者 課長　吉田　孝

こ れ ま で の 取 組 み

○障がい者スポーツを通じた交流の場の提供（愛媛県障がい者スポーツ大会の開催、全国障害者スポーツ大会への選手団派遣、ｅスポーツイベントの開催）
○地域における障がい者スポーツ環境の整備（県障がい者スポーツ協会運営事業費の補助、障がい者スポーツ指導員養成）
○地域への障がい者スポーツの普及　（障がい者スポーツ講習の実施、障がい者スポーツ地域コーディネーター・タンデムアドバイザーの設置、障がい者サイクリング体験会の開催、ｅス
ポーツモデル施設への支援）
○障がい者スポーツの競技力向上　（障がい者スポーツ競技団体の育成・強化支援、中四国ブロック予選会出場補助、パラスポーツコーディネーターの設置）
○地域への高齢者スポーツの普及（シニアサイクリング体験会の開催、　シニアサイクリスト向けSNSの活用促進）

成果指標名（目標の達成度合いを示す指標）

愛媛県障がい者スポーツ大会への参加人数 障がい者スポーツ地域振興支援回数

選 択 理 由 同大会は本県の障がい者スポーツのメインイベントであり、共生社会実現に向けた指標と
して、客観的に把握できる数字であるため

選 択 理 由 障がい者スポーツの裾野拡大を図る取組みとして、客観的に把握できる数字であるため

成果と指標
の関係 強

指標の種類
(ｽﾄｯｸ/ﾌﾛｰ) フロー

指標の種類
(ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ) ＋

算 定 方 法 愛媛県障がい者スポーツ大会への参加人数（選手のみ）を算出したもの 算 定 方 法 地域コーディネーターの体験交流会等の実施回数を合算して算出したもの

成果と指標
の関係 強

指標の種類
(ｽﾄｯｸ/ﾌﾛｰ) フロー

指標の種類
(ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ) ＋

様式１



2
　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

指　標　・　事　業　費 ・ 人 件 費　の　推　移

区分
成果指標A 成果指標B 事業費（予算） 事業費

（決算）
人件費

計画 実績 達成率 県費
単　位 人 ％ 回 ％ 千　円

計画 実績 達成率 予算計 国費 その他

79 54.9% 98,177 23,078

97,677 15,193

73,529 1,570 45,812 35,184
3年度 250 78 31.2% 144 93 25,41064.6% 56,980 8,936 44,974 3,070 36,171

2年度 2300 ― - 144

78,098 4,386 70,184 23,2894年度 250 346 138.4% 144 133 92.4%

施 策 の 評 価

説
　
明

スポーツは、障がい者や高齢者にとって、体力の維持・増強のみならず、仲間や健常者、幅広い年代の人との交流等を通じた生きがいづくりのための重要なルーツで
あるが、スポーツの実施に当たっては、一般の人と比べ、ソフト・ハード両面のサポートを要する場合が多いことから、県が主導してニーズに応じた支援を行う必要があ
る。

高い

説
　
明

障がい者スポーツの裾野拡大のためには、地域で障がい者スポーツを楽しめる環境整備が必要であることから、東予・中予・南予に障がい者スポーツコーディネー
ターを設置し、各地域における障がい者スポーツ活動を促進する事業を平成30度から実施している。令和２～４年度は新型コロナの影響により活動が制限されたが、
着実に成果が積み上がっており、県内各地にくまなく障がい者スポーツを普及するため、今後も継続的して事業を実施する必要がある。成果

動向 順調・向上

成果向上
余地 成果向上が可能

説
　
明

障がい者の競技等を通じたスポーツの魅力体験及び県民の障がい者に対する理解を図り、障がい者の社会参加の推進に寄与することを目的として、年に１回、県内
の障がい者を対象に、全国障害者スポーツ大会の正式競技を実施する愛媛県障がい者スポーツ大会を開催している。本大会は、県内の障がい者だけでなく、競技団
体の協力のほか、多くのスタッフやボランティアなどにも参加いただき、障がい者と健常者の交流が可能な一大イベントとなっていることから、今後も継続して開催する
必要がある。
令和３・４年度は新型コロナの状況を踏まえ開閉会式を実施しないなど規模を縮小した記録会を開催した。３年に渡って新型コロナの影響により、気軽にスポーツを実
施できない期間が長くなり、障がい者のスポーツ離れが憂慮されていることから、参加者数を元の水準に戻していくための取組みが必要である。
実施競技の追加等もあり、参加人数が増加する余地はある。

成果
動向 順調・向上

成果向上
余地 成果向上が可能

成果向上が可能
参考：構成事務事業の評価

の平均値
成果動向 2.30 順調・向上

成果向
上余地 1.80



４－１　事務事業管理シート（評価対象事業）

1 指標動向 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
最終目標
（R？）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 375 375 375 事業費計 40,999 9,404 44,476 39,521

実績 132 173 280 国費 10,852 4,335 10,816 9,530

達成率 35.20% 46.13% 74.67% その他 30,147 5,069 33,660 29,991

単位 計画 8 8 8 県費

実績 1 3 8 事業費計 3,608 4,253 30,470

達成率 12.50% 37.50% 100.00% 国費 1,799 1,813 7,042 方向１

単位 計画 その他 1,809 2,440 23,428 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 1.8 1.8 1.8

人件費 12,179 10,890 10,748

2 指標動向 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
最終目標
（R？）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 300 300 500 事業費計 12,383 23,671 35,342 36,383

実績 115 250 298 国費

達成率 38.33% 83.33% 59.60% その他 12,383 23,671 35,342 36,383

単位 計画 3 3 3 県費

実績 3 4 3 事業費計 7,617 17,286 25,843

達成率 100.00% 133.33% 100.00% 国費 方向１

単位 計画 その他 7,617 17,286 25,843 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 0.5 0.5 0.5

人件費 3,383 3,025 2,986

3 指標動向 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
最終目標
（R？）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 100 100 100 事業費計 6,282 6,282 5,647 5,391

実績 0 38 45 国費 3,101 3,101

達成率 0.00% 38.00% 45.00% その他 1,611 1,611 1,588 1,588

単位 計画 30 30 30 県費 1,570 1,570 4,059 3,803

実績 24 30 40 事業費計 4,652 4,479 4,200

達成率 80.00% 100.00% 133.33% 国費 2,325 方向１

単位 計画 36 36 36 その他 928 766 1,588 方向２

実績 29 11 22 県費 1,399 3,713 2,612 方向３

達成率 80.56% 30.56% 61.11% 人役 0.4 0.4 0.4

人件費 2,707 2,420 2,389
実施
期間

始期 終期 事業の概要

R2 R5

障がい者と高齢者の社会参加の促進や健康増進を図るため、サイクリングを通じ、障がいの有無や年齢にかかわらず
楽しく交流できる場を提供する。

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期 事業の概要

H30 R7

障がい者スポーツの普及を図るため、県障がい者スポーツ協会を核として、障がい者が身近な地域でスポーツを楽しめ
る機会の提供、競技団体やパラアスリートの強化支援など、総合的な支援を行う。

このまま継続

指標種類3 指標名称3

活動 ＋ ﾌﾛｰ
タンデムアドバイザーの活動
回数

回

ﾌﾛｰ
シニアサイクリング体験会の
参加人数

人
決
算

見
直
し
方
向
性

回
決
算

見
直
し
方
向
性

令和４年度は、新型コロナの影響が緩和され、障がい者に身近な地域での普及
を担う地域コーディネーターの活動や参加人数が増加したほか、競技団体やパ
ラアスリートに対する強化支援補助金の交付等により、競技力向上を図ることが
できた。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
地域コーディネーターが合同
で実施した競技会への参加人
数

人

指標種類2 指標名称2

活動 ＋

パラ・シニアサイクル推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価 令和４年度は、新型コロナの影響が緩和され、障がい者サイクリング体験会を２

回開催したほか、シニアを中心にその家族も含めたサイクリング体験会を開催
し、障がい者と高齢者の社会参加促進や健康増進を図ることができた。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
障がい者サイクリング体験会
の障がい者の参加人数

人

指標種類2 指標名称2

成果 ＋

障がい者スポーツ総合支援事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

実施
期間

始期 終期 事業の概要

S37
障がい者の健康増進や社会参加の促進を図るため、全国障害者スポーツ大会派遣選手を選考する記録会や誰もが参
加できる体験会の開催、全国障害者スポーツ大会への選手役員の派遣等を行う。

このまま継続

指標種類3 指標名称3

ﾌﾛｰ
地域コーディネーターが合同
で実施した競技会実施回数

ﾌﾛｰ
県障がい者スポーツ大会実施
競技数

競技
決
算

見
直
し
方
向
性

令和４年度は、新型コロナの影響が緩和され、県大会は３年ぶりに全競技開
催、全国大会へは４年ぶりに県選手団を派遣したほか、誰でも参加可能な障が
い者スポーツイベントを初めて開催するなど積極的に事業を展開した結果、障
がい者スポーツへの参加者は回復基調にある。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
障がい者スポーツ講習参加者
数

人

指標種類2 指標名称2

活動 ＋

障がい者スポーツ振興事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

このまま継続

指標種類3 指標名称3

予算施策名 ｓｂ03 スポーツの裾野の拡大



4 指標動向 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
最終目標
（R？）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
成果
動向

4成果順調である
向上
余地

2一定の成果向上余
地あり

単位 計画 30 50 50 事業費計 6,659 6,216 6,966 6,778

実績 34 64 56 国費 1,500 327

達成率 113.33% 128.00% 112.00% その他 6,659 3,216 6,312 6,778

単位 計画 27 50 50 県費 1,500 327

実績 27 42 54 事業費計 6,060 5,479 5,988

達成率 100.00% 84.00% 108.00% 国費 1,445 25 方向１

単位 計画 その他 6,060 2,586 5,937 方向２

実績 県費 1,448 26 方向３

達成率 - - - 人役 1 1 1

人件費 6,766 6,050 5,971

5 指標動向 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
最終目標
（R？）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
成果
動向

2成果低迷している
向上
余地

1成果向上余地が小
さい

単位 計画 - - 5 事業費計 0 0 1,196 0

実績 - - 4 国費

達成率 - - 80.00% その他 1,196

単位 計画 - - 500 県費

実績 - - 519 事業費計 0 0 800

達成率 - - 103.80% 国費 方向１

単位 計画 その他 800 方向２

実績 県費 方向３

達成率 - - - 人役 0.2

人件費 1,195 団体の支援により、インクルーシブスポーツ活動の促進につながるなど、一定の
成果を得ることができたほか、今後の大きな拡大が現時点では見込まれないこ
とから、廃止する。

実施
期間

始期 終期 事業の概要

R4 R4

障がい者のスポーツ実施率の向上を図るため、障がい者と健常者がともに楽しみながら交流できるインクルーシブス
ポーツ活動を実施する団体等を支援する。

指標種類1 指標名称1

予
算

今後、県内全域への普及を加速化していくため、R５年度からは、従来の県の全
面的支援を改め、モデル施設の自発的な活動を県が側面的に支援する方向に
シフトチェンジする。

実施
期間

始期 終期 事業の概要

R2 R7

障がいの有無や程度にかかわらず競い合い楽しめるeスポーツを普及していくことで、障がい者の社会参加の促進と、障
がい者に対する理解促進を図り、共生社会の実現を目指す。

休止・廃止

指標種類3 指標名称3

ﾌﾛｰ
インクルーシブスポーツ活動
の参加人数

人
決
算

見
直
し
方
向
性

回
決
算

見
直
し
方
向
性

eスポーツは、コロナ禍でもオンラインで安全に活動できること、また、機器導入
支援補助金を新設したことから、県が認定するモデル施設数は大幅に増加した
ほか、自らイベントを企画する施設も出てくるなど、一定の成果を得ており、今後
も地域の障がい者への普及が見込まれる。

成果 ＋ ﾌﾛｰ
県主催ｅスポーツ大会の障が
い者参加人数

人

指標種類2 指標名称2

活動 ＋

インクルーシブスポーツ等普及推進事業費
コスト

（単位：千円）

評
価 インクルーシブ活動を行う４団体に対する支援を行うなど、一定の成果を得るこ

とができた。

活動 ＋ ﾌﾛｰ
インクルーシブスポーツの実
施団体数

団体

指標種類2 指標名称2

成果 ＋

ｅスポーツジャンプアップ事業費
コスト

（単位：千円）

評
価

指標種類1 指標名称1

予
算

見直し（拡大・縮小・執行方法の改善等）

指標種類3 指標名称3 有効性改善

成果向上

ﾌﾛｰ ｅスポーツ講習等の実施回数



４－２　事務事業管理シート（評価対象外事業） ｓｂ03

1 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R2年度 R3年度 R4年度

事業費計 0 0 4,050 0 事業費計 0 0 2,883

国費 4,050 国費 2,883

その他 その他

県費 県費

評価対象外の理由

予
算

決
算

単年度事業

評価対象外その他の理由（記述）

人役

予算施策名 スポーツの裾野の拡大

eスポーツ普及拡大導入支援事業費
コスト

（単位：千円）
コスト

（単位：千円）

人件費


